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い
っ
た
ん
気
持
ち
を
リ
セ
ッ
ト
し
て

目
の
前
の
目
標
を
見
据
え
よ
う

平
成
24
年
新
年
賀
詞
交
歓
会

東
京
の
１
万
６
０
０
０
人
の

事
業
者
が
一
丸
と
な
っ
て

現
状
の
打
開
を
目
指
す

㈳
東
京
都
個
人
タ
ク
シ
ー
協
会
会
長

　

木
村
忠
義

　

景
気
の
低

迷
に
東
日
本

大
震
災
が
追

い
打
ち
を
か

け
た
昨
年
、

個
人
タ
ク
シ
ー
に
と
っ
て
は
、
J
R

を
巻
き
込
ん
だ
事
故
の
発
生
、
不

適
正
営
業
が
社
会
問
題
に
な
る
な

ど
、
厳
し
い
風
が
吹
い
た
年
で
し

た
。
今
年
は
昨
年
の
教
訓
を
忘
れ

ず
、一
方
で
気
持
ち
を
リ
セ
ッ
ト
し
、

１
万
６
０
０
０
人
が
力
を
合
わ
せ
て

前
進
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
法
人

業
界
と
も
力
を
合
わ
せ
、
関
係
各
位

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
一

歩
ず
つ
現
状
を
打
開
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

１
％
の
不
適
正
事
業
者
に

負
け
な
い
取
り
組
み
で

業
界
の
信
頼
回
復
に
期
待

国
土
交
通
省
関
東
運
輸
局
局
長

神
谷
俊
広 

氏

　

昨
年
か
ら

原
発
事
故
、
電

力
不
足
、円
高
、

世
界
的
な
不
況

が
我
が
国
を

襲
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
個
人

タ
ク
シ
ー
業
界
は
１
万
人
の
全
員

集
会
を
敢
行
さ
れ
、
さ
ら
に
構
造

改
善
計
画
の
一
環
と
し
て
３
月
に

「
接
客
マ
ナ
ー
プ
レ
コ
ン
テ
ス
ト
」

を
実
施
さ
れ
る
と
の
こ
と
。
１
％

の
不
適
正
事
業
者
が
全
体
の
評
価

を
落
と
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す

が
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
進
め

る
こ
と
で
、
業
界
全
体
が
安
全
・

安
心
の
評
価
を
取
り
戻
さ
れ
る
よ

う
期
待
し
て
い
ま
す
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
ア
ン
ダ
ー
２
０
０
に

引
き
続
き
ご
協
力
を

警
視
庁
交
通
部
交
通
総
務
課
課
長

　

伊
藤
隆
行 

氏

（
代
読
：
交
通
総
務
課
管
理
官

吉
田
知
成 

氏
）

　

昨
年
、
警

視
庁
で
は
交

通
事
故
連
続

減
少
・
交
通

事
故
死
者
数

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ア
ン
ダ
ー
２
０
０
」

を
掲
げ
、
関
係
機
関
・
団
体
と
と

も
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

死
者
数
こ
そ
２
１
５
人
と
達
成
は

な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
皆
さ
ま

の
ご
協
力
に
よ
り
、
発
生
件
数
と

負
傷
者
数
は
11
年
連
続
で
減
少
し

て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
ご
協
力

を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
本
年

よ
り
取
り
組
み
を
始
め
る
「
自
転

車
総
合
対
策
」
へ
の
ご
協
力
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

次
の
１
０
０
年
に
向
け
て

業
界
の
正
常
化
を
実
現
し
た
い

㈳
東
京
乗
用
旅
客
自
動
車
協
会
会
長

　
富
田
昌
孝 

氏

　

法
人
タ
ク
シ

ー
の
売
り
上
げ

は
30
年
前
の
水

準
に
落
ち
込

み
、
乗
務
員
は

非
常
な
苦
労
を
強
い
ら
れ
て
い
ま

す
。
需
要
に
合
わ-

せ
た
タ
ク
シ
ー

台
数
に
す
る
た
め
、
法
人
業
界
で

は
６
０
０
０
台
の
減
休
車
を
行
い

ま
し
た
が
、
ま
だ
明
確
な
効
果
が

つ
か
め
て
い
な

い
の
が
現
状
で

す
。
し
か
し
、
今

年
は
タ
ク
シ
ー

生
誕
１
０
０
年
。

行
政
の
お
力
添

え
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
個
人
タ
ク

シ
ー
と
力
を
合
わ

せ
、
次
の
１
０
０

年
に
向
け
て
業
界

の
正
常
化
を
実

現
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

1
月
19
日
（
木
）
午
後
４
時
か
ら
、
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス
「
白
樺
の
間
」
で
、
平
成
24
年
新
年
賀
詞
交
歓

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
冒
頭
で
行
わ
れ
た
木
村
会
長
と
来
賓
の
方
々
の
ご
挨
拶
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

都内個人タクシーの現況（平成24年1月1日現在） 
許可事業者数　16,337名（前月比-50名）    

（特別区、武三15,863名　北多摩183名　南多摩291名）
傘下事業者数　16,119名（前月比-47名） 

（特別区、武三15,648名　北多摩182名　南多摩289名）
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平
成
23
年
度
協
会
長
表
彰

普
通
の
こ
と
を
普
通
に
…
…
を
心
が
け
て

１
月
19
日
（
木
）
に
開
催
さ
れ
た
新
年
賀
詞
交
歓
会
の
席
で
「
平
成
23
年
度
東
京
都
個
人
タ
ク
シ
ー

協
会
会
長
表
彰
」
が
行
わ
れ
、
代
表
者
が
木
村
会
長
か
ら
表
彰
状
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

個
人
タ
ク
シ
ー
事
業
者
と
し
て
の
社
会

的
使
命
を
自
覚
し
、
長
年
に
わ
た
っ
て
模

範
的
な
営
業
を
続
け
て
き
た
事
業
者
を
顕

彰
す
る
「
協
会
長
表
彰
」。
毎
年
、
新
年
賀

詞
交
歓
会
の
席
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
す

が
、
今
年
は
57
名
が
受
賞
し
、
都
営
協
・

新
中
野
支
部
の
山
下
和
規
さ
ん
が
代
表
し

て
表
彰
状
と
副
賞
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

山
下
さ
ん
に
よ
る
と
「
個
人
タ
ク
シ
ー
事

業
者
に
な
っ
て
約
10
年
。
こ
れ
と
い
っ
て

心
が
け
て
い
る
こ
と
は
な
く
、
毎
日
、
普

通
の
こ
と
を
普
通
に
や
っ
て
い
る
だ
け
で

す
」
と
の
こ
と
。
こ
の
「
普
通
」
の
積
み
重

ね
こ
そ
、
今
、
個
人
タ
ク
シ
ー
業
界
が
求
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

 

交
通
被
害
者
援
護
賛
助
金
を
贈
呈

　

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
本
年

も
新
年
賀
詞
交
歓
会
の
席
で
、
㈳
東
京
都

個
人
タ
ク
シ
ー
協
会
か
ら
㈶
交
通
遺
児
等

育
成
基
金
へ
賛
助
金
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
を
受
け
て
自
動
車
事
故
対
策
機
構
東

京
主
管
支
所
の
石
橋
廣
支
所
長
を
通
じ
て

協
会
に
、
財
団
の
活
動
へ
の
理
解
と
援
護

に
対
す
る
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

■
議
題　

①「
意
見
交
換
会
」（
関
東
支
部
主
催
）
に
関
す
る
意
見
・
要
望
事
項
に
関
す
る
件

　
　
　
　

②
接
客
マ
ナ
ー
・
プ
レ
コ
ン
テ
ス
ト
（
準
本
選
会
）
の
実
施
に
関
す
る
件

地
味
な
努
力
を
続
け
る
こ
と
で

私
た
ち
自
ら
が
明
る
い
未
来
を
開
く
年
に

第6回
理事会の
焦点

　
「
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
残
念
な
が
ら
、
昨
年
は
芳
し
く
な
い

事
態
が
い
く
つ
も
起
き
ま
し
た
。
一
つ
は

J
R
を
巻
き
込
ん
だ
事
故
で
、
事
業
者
の

高
齢
化
と
そ
の
健
康
管
理
問
題
に
社
会
的

な
注
目
が
集
ま
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
こ
そ
一
丸
と
な
っ
て
〝
個
人
タ
ク
シ
ー

は
安
全
・
安
心
〟
と
の
評
価
を
い
た
だ
か

な
い
と
、
社
会
の
風
圧
を
は
ね
返
す
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
都
個
協
と
し
て

は
、
高
齢
事
業
者
を
対
象
と
し
た
講
習
会

の
実
施
等
を
検
討
し
て
お
り
、
再
発
防
止

に
全
力
を
挙

げ
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り

ま
す
。 

一
方
、

銀
座
・
六
本

木
地
区
に
お

け
る
不
適
正

「今年は明るい兆しを自ら
作っていこう」と挨拶する木
村会長

木村会長より表彰を受ける山下さん

石橋支部長から感謝状をいただく木村会長。この基金は自
動車事故で家族を失った子供たちを19歳まで支援する制度
です。多くの子供の生活が保障されます

営
業
に
つ
い
て
は
、
街
頭
指
導
員
の
方
を

始
め
、
多
く
の
方
々
の
努
力
の
成
果
が
見

え
始
め
て
い
ま
す
。
み
ん
な
が
力
を
合
わ

せ
て
頑
張
れ
ば
、
必
ず
い
い
方
向
に
向
か

う
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
た
３
・
11
の
震

災
以
降
、
個
人
タ
ク
シ
ー
の
支
部
や
団
体

で
は
、
被
災
者
の
方
々
を
支
援
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
続
け
ら
れ

ま
し
た
。
今
年
は
こ
の
よ
う
に
、
地
味
で

は
あ
っ
て
も
社
会
的
に
意
義
あ
る
活
動
も

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
平

成
24
年
も
大
変
な
年
に
な
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
努
力
を
続
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

私
た
ち
自
ら
が
明
る
い
未
来
を
開
く
年
に

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
か
今

年
も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
」

　

続
い
て
行
わ
れ
た
議
題
審
議
に
お
い
て
、

２
件
の
議
題
が
原
案
通
り
可
決
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

１
月
19
日
（
木
）
午
後
２
時
30
分
か
ら
、
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス
３
階
「
牡
丹
の
間
」
に
お
い
て
、

平
成
24
年
最
初
と
な
る
第
６
回
理
事
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
き
わ
め
て
厳
し
い
環
境
下
に
あ
っ
た
昨

年
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、新
た
な
年
に
向
け
て
、木
村
会
長
か
ら
以
下
の
よ
う
な
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。



毎
年
恒
例
と
な
っ
た
「
個
人
タ
ク
シ
ー
利
用
者
感
謝
の
日
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
、
昨
年
12
月
１
日
か

ら
21
日
の
３
週
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
１
月
19
日
に
そ
の
抽
選
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
個
人
タ
ク
シ
ー
利
用
者
感
謝
の
日
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

お
客
様
に
感
謝
の
気
持
ち
を
お
伝
え
し
、

さ
ら
な
る
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
目
指
し
て

　
「
サ
ー
ビ
ス
向
上
推
進
運
動
」
の
一
環

と
し
て
行
わ
れ
る
「
個
人
タ
ク
シ
ー
利
用

者
感
謝
の
日
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
お
客

様
に
日
ご
ろ
の
ご
愛
顧
に
対
す
る
感
謝
の

気
持
ち
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
マ
ス
タ
ー

ズ
制
度
の
P
R
を
目
的
と
し
た
イ
ベ
ン
ト

で
す
。
今
回
は
さ
ら
に
、
賞
品
を
東
北
旅

行
や
東
北
の
特
産
品
と
す
る
な
ど
、
東
日

本
大
震
災
の
復
興
支
援
に
協
力
す
る
当
協

会
の
強
い
意
思
も
折
り
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
期
間
中
は
１
万
７
０
０
０
人
の
マ
ス

タ
ー
ズ
制
度
参
加
者
が
協
力
し
て
、
応
募

ハ
ガ
キ
を
配
布
し
ま
し
た
。

　

応
募
総
数
は
１
万
２
６
２
２
通
。
理
事

会
開
催
後
の
午
後
３
時
30
分
か
ら
「
牡
丹

の
間
」
で
抽
選
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会

長
・
副
会
長
は
じ
め
関
東
支
部
の
副
支
部

長
、
各
県
協
会
長
な
ど
が
応
募
ハ
ガ
キ
で

あ
ふ
れ
た
大
き
な
抽
選
箱
に
手
を
差
し
入

れ
、次
々
に
ハ
ガ
キ
を
取
り
出
し
ま
し
た
。

当
選
者
の
氏
名
と
と
も
に
、
当
選
者
を
お

乗
せ
し
た
事
業
者
の
名
前
と
支
部
名
が
読

み
上
げ
ら
れ
る
た
び
に
同
席
し
た
理
事
か

ら
歓
声
が
上
が
る
な
ど
、
和
気
あ
い
あ
い

と
し
た
雰
囲
気
の
う
ち
に
、「
マ
ス
タ
ー

賞
」
15
組
と
「
ふ
た
つ
星
賞
」
４
名
の
当

選
が
決
ま
り
ま
し
た
。
後
日
行
わ
れ
た
事

務
局
に
よ
る
抽
選
と
あ
わ
せ
て
、
７
１
５

名
の
お
客
さ
ま
と
４
１
５
名
の
事
業
者
の

当
選
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

業
界
に
逆
風
が
吹
き
荒
れ
た
昨
年
で
す

が
、
個
人
タ
ク
シ
ー
の
社
会
的
信
頼
を
回

復
す
る
に
は
、
安
心
・
安
全
・
快
適
の
基

本
を
繰
り
返
す
こ
と
が
、
遠
い
よ
う
で
も

実
は
一
番
の
近
道
。

マ
ス
タ
ー
ズ
制
度

は
そ
の
強
力
な
手

段
で
す
が
、
そ
れ

も
お
客
様
に
広
く

認
知
さ
れ
な
け
れ

ば
意
味
が
あ
り
ま

せ
ん
１
万
２
６
２

２
通
の
ご
応
募
と

い
う
現
実
を
重
く

受
け
止
め
、
次
回

も
全
事
業
者
が
一

丸
と
な
っ
て
取
り

組
み
ま
し
ょ
う
。

■
当
選
賞
品
と
当
選
者
数
（
お
客
様
）

★
マ
ス
タ
ー
賞　

有
名
旅
館
宿
泊
プ
ラ
ン

　

岩
手
県　

10
万
円
相
当　
　
　

5
組

　

宮
城
県　

8
万
5
千
円
相
当　

5
組

　

福
島
県　

7
万
6
千
円
相
当　

5
組

★
ふ
た
つ
星
賞　

東
北
3
県
特
産
品

　

1
万
円
相
当　

20
名

　

5
千
円
相
当　

30
名

　

3
千
円
相
当　

50
名

★
ひ
と
つ
星
賞　

ク
オ
カ
ー
ド
６
０
０
名
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氏
名 

所
属
団
体 

享
年   

病
名

松
田
　
達	

東
個
協
・
江
戸
川
第
一	

71
歳	

不
明

深
田
登
志
夫	

東
個
協
・
品
川
第
二	

60
歳	

肝
臓
癌

嶋
村
友
三	

東
個
協
・
新
宿	

65
歳	

脳
出
血

齊
藤
道
夫	

東
個
協
・
世
田
谷
第
一	

69
歳	

脳
出
血

村
井
輝
彦	

東
個
協
・
中
野	

72
歳	

脳
症

芝
田
憲
一	

東
個
協
・
文
京
第
二	

64
歳	

静
脈
瘤
破
裂

安
部
和
典	

東
個
協
・
墨
田	

64
歳	

不
明

川
﨑
髙
和	

都
営
協
・
東
陽	

62
歳	

胃
癌

船
越
　
孝	

都
営
協
・
個
団
連（
西
北
）	

67
歳	

肺
癌

中
村
直
道	

都
営
協
・
第
一
事
業
団	

57
歳	

不
明

　

訃
報　
　

＊
12
月

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

営
業
に
つ
い
て
は
、
街
頭
指
導
員
の
方
を

始
め
、
多
く
の
方
々
の
努
力
の
成
果
が
見

え
始
め
て
い
ま
す
。
み
ん
な
が
力
を
合
わ

せ
て
頑
張
れ
ば
、
必
ず
い
い
方
向
に
向
か

う
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
た
３
・
11
の
震

災
以
降
、
個
人
タ
ク
シ
ー
の
支
部
や
団
体

で
は
、
被
災
者
の
方
々
を
支
援
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
続
け
ら
れ

ま
し
た
。
今
年
は
こ
の
よ
う
に
、
地
味
で

は
あ
っ
て
も
社
会
的
に
意
義
あ
る
活
動
も

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
平

成
24
年
も
大
変
な
年
に
な
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
努
力
を
続
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

私
た
ち
自
ら
が
明
る
い
未
来
を
開
く
年
に

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
か
今

年
も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
」

　

続
い
て
行
わ
れ
た
議
題
審
議
に
お
い
て
、

２
件
の
議
題
が
原
案
通
り
可
決
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

たくさんの応募ハガキから1枚を
慎重に選ぶ木村会長

	

応募方法 東京都 他地域 合計

応募用紙 9,069名 2,410名 11,479名

普通ハガキ 921名 222名 1,143名

合計 9,990名 2,632名 12,622名

キャンペーン応募状況

健
康
管
理
促
進
ポ
ス
タ
ー

健
康
診
断
の
全
員
受
診
を
目
指
し
ま
す
。



■携帯メールによる情報伝達システムにメールアドレスを登録するには toroku@tokokyo.jp へ空メールを送信してください。
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東
京
都
個
人
タ
ク
シ
ー
協
同
組
合
　
世
田
谷
第
三
支
部

　
「
和
と
団
結
」
が
モ
ッ
ト
ー
の
世
田
谷
第
三
支
部
。

機
関
誌
『
せ
た
さ
ん
』
は
32
年
続
き
、
事
故
防
止
対
策

と
し
て
健
康
管
理
の
ア
ド
バ
イ
ス
と
交
通
事
故
受
刑

者
の
反
省
文
“
贖
い
の
日
々
”
を
掲
載
。
意
識
向
上
に

努
め
て
き
ま
し
た
。
本
年
度
は
事
故
が
増
え
、
新
た
に

“
安
全
運
転
ス
テ
ッ
カ
ー
”
を
作
成
。
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー

ド
や
ハ
ン
ド
ル
に
貼
り
付
け
る
ス
テ
ッ
カ
ー
は
、
乗
務

中
に
交
通
安
全
へ
の
意
識
を
何
度
も
確
認
で
き
ま
す
。

ま
た
、
事
故
多
発
の
支
部
員
に
対
し
て
は
必
ず
一
声
か

け
、報
告
書
は
偽
り
が
な
い
よ
う
共
済
部
長
が
指
導
も
。

「
支
部
員
の
た
め
に
事
故
と
い
う
無
駄
な
時
間
を
な
く

し
た
い
」
と
森
支
部
長
の
想
い
を
代
弁
す
る
中
山
副
支

部
長
。
事
故
減
少
を
目
指
し
支
部
一
体
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

大草理事は50年代のロールスロイスの型を模した高
級感漂う光岡自動車製の“ガリュー”に乗車して8年。
お客様から「優
越 感に浸れる」
と評判は上々で
す。「これからも
愛されるタクシー
を目指して乗務
します」と大草
理事。

（
所
在
地
：
世
田
谷
区
桜
丘
）

ひと際目立つ愛車のガリュー

社団法人  東京都個人タクシー協会会報平成24年2月号 第 451 号　⑷

事
故
減
少
を
目
指
し

積
極
的
に
対
策
を
実
施
中

皆さんご存知の“交通共済のマ
ーク”は支部員の安田一郎さん
のデザイン。他にも世田谷美術
館の絵画展入賞や支部発行機関
誌『せたさん』の表紙を飾る腕
前です

明るく支部を支える
事務員の皆さん

交通事故対策として
独自に作成した

“安全運転ステッカー”。
効果に期待

前列左から小笠原副支部長、馬場理事、大草理事
後列左から杉浦理事、森支部長、中山副支部長
小笠原副支部長は日頃の功績が評価され世田谷税務署長賞
を授与されました

地理モニター報告⑪
新施設

名称 概要 所在地 開始日

ソラリア西鉄ホテル銀座 西日本鉄道株式会社における宿泊主体型
アップグレードホテル第 1 号店 中央区銀座 4-9-2 平成23年9月

道路・橋等
名称 概要 変更日

東京都市計画道路補助第72号線
（新大久保駅前～高田馬場駅前）

環状線の慢性的な渋滞緩和や、地域間のスムーズな移動を目的として、平成11年には、諏訪通りと
大久保そよかぜ橋間が開通し、今回、新大久保駅前と高田馬場駅前が1本の道でつながった 。                                           

 2011地図　Ｐ123-Ｈ-7～Ｈ-8
平成23年11月

道
路
交
通
法
違
反
集
計
結
果

平
成
23
年
12
月
1
日
付
期
限
更
新
者
の
直
近
1
年
間
の
集
計

●違反者の違反回数
1回 1,001名
2回 218名
3回 47名
4回 3名
5回 1名
6回 1名

●免停件数 
30日（29） 81件
60日 （30） 33件
60日 （0） 1件
90日（45） 15件
90日（39） 1件
90日  （0） 1件

120日（60） 1件
180日（80） 4件

●違反種類別ワースト5 

1位
速度超過　　　
321件（20.0%）

2位
通行禁止違反　
219件（13.7%）

3位
信号無視　　　
189件（11.8%）

4位
指定横断等禁止違反　
136件（8.5%）

5位
駐停車違反　　
133件（8.3%）

※（　）内の日数は短縮日数です

　

平
成
23
年
12
月
１
日
付
け
期
限
更
新
者
の
道

路
交
通
法
違
反
集
計
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

今
回
の
対
象
者
は
3
9
0
9
名
で
、
過
去
１
年

間
の
調
査
で
1
2
7
1
名
（
32
・
5
％
）
が
違

反
し
、
1
3
3
名
（
3
・
4
％
）
が
免
許
停
止

を
受
け
て
お
り
ま
し
た
。

　

違
反
種
類
別
件
数
を
見
る
と
、
ワ
ー
ス
ト
１

は
毎
回
同
様
で
速
度
超
過
違
反
の
3
2
1
件
で

あ
り
全
体
の
20
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
そ
の
内

訳
で
特
に
、
違
反
点
数
12
点
の
速
度
超
過
50
㎞

以
上
が
16
件
、
6
点
の
30
㎞
（
高
速
40
㎞
）
以

上
50
㎞
未
満
の
29
件
が
目
立
ち
ま
す
。

　

安
全
運
転
に
な
お
一
層
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。




